様式第１号（第５条関係）

北栄町自治会集会施設バリアフリー改修等補助金　交付申請書

　　　　年　　月　　日

　北栄町長　　様

　　　　　　　　　　　　　　　申請者　　自治会名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

　北栄町自治会集会施設バリアフリー改修等補助金を下記のとおり受けたいので、北栄町自治会集会施設バリアフリー改修等補助金交付要綱第５条の規定により関係書類を添えて申請します。
記
	集会施設名称
	

	集会施設住所
	北栄町

	改修等の箇所
※該当に○をする
	・玄関　・　廊下　・　階段　・　会議室　・多目的トイレ
・冷暖房設備　・その他(　　　　　　　　　　　　　　　)

	改修等の内容
	

	着工予定日
	　　年　　月　　日（完了予定日　　　年　　月　　日）

	補助対象経費
	　　　　　　　　　　　　円　※下記「事業計画書(B)」欄記入

	交付申請額
	　　　　　　　　　　　　円　※下記「事業計画書(C)」欄記入

	添付書類
	１　改修等前の状況がわかる写真
２　改修等費用の見積書等
３　その他町長が必要と認める書類



事業計画書
（単位：円）
	総事業費
(A)
	補助対象経費(B)
	当該事業補助金
(C)
	自己資金
(D)
	その他補助金等
(E)

	
	
	
	
	


・(A)は、(C)、(D)及び(E)の合計額と一致すること。
・(C)は、(B)に１／２を乗じた額（千円未満端数切捨）とし、上限は２０万円とする。
・(E)欄を記載した場合は、その内容が分かる書類を添付すること。
様式第３号（第７条関係）

北栄町自治会集会施設バリアフリー改修等補助金　変更（中止）申請書

　　年　　月　　日

　北栄町長　　様

　　　　　　　　　　　　　　　申請者　　自治会名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

　　　年　　月　　日受総第　　　号による交付決定に係る事業について、下記のとおり変更（中止）したいので、北栄町自治会集会施設バリアフリー改修等補助金交付要綱第７条の規定により関係書類を添えて申請します。

記

	交付決定額
	　　　　　　　　　　　　円

	変更後の交付申請額
	　　　　　　　　　　　　円　※下記「変更事業計画書(C)」欄記入

	差引
	　　　　　　　　　　　　円

	変更（中止）の時期
	　　　年　　　月　　　日

	変更（中止）の理由
	　　　年　　　月　　　日

	添付書類
	１　変更後の改修等費用の見積書等
２　その他町長が必要と認める書類



変更事業計画書
（単位：円）
	総事業費
(A)
	補助対象経費(B)
	当該事業補助金
(C)
	自己資金
(D)
	その他補助金等
(E)

	
	
	
	
	


・(A)は、(C)、(D)及び(E)の合計額と一致すること。
・(C)は、(B)に１／２を乗じた額（千円未満端数切捨）とし、上限は２０万円とする。



様式第４号（第８条関係）

北栄町自治会集会施設バリアフリー改修等補助金　実績報告書

　　年　　月　　日

　北栄町長　　様

　　　　　　　　　　　　　　　申請者　　自治会名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

　　　年　　月　　日受総第　　　号による交付決定に係る事業の実績について、北栄町自治会集会施設バリアフリー改修等補助金交付要綱第８条の規定により関係書類を添えて報告します。

記

	集会施設名称
	

	集会施設住所
	北栄町

	事業完了年月日
	　　　　年　　　月　　　日

	交付決定額
	補助対象経費
(算定基準額)
	交付決定額

	
	円
	円

	実績
	円
	円

	差引
	円
	円

	添付書類
	１　改修等完成写真
２　改修等に要した費用の領収書及び明細書の写し
３　その他町長が必要と認める書類






様式第５号（第11条関係）

北栄町自治会集会施設バリアフリー改修等補助金　交付請求書

　　年　　月　　日

　北栄町長　　様

　　　　　　　　　　　　　　　申請者　　自治会名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

　　　年　　月　　日受総第　　　号による交付額の確定のあった北栄町自治会集会施設バリアフリー改修等補助金について、下記のとおり請求します。

記
一　　金　　　　　　　　　　　　　　円
添付書類　　（１）額の確定通知書の写し　（２）補助金受入額調書（下記のとおり）

補助金受入額調書
	交付決定額
	　　　　　　　　　　　円

	受入済額（受領日）
	[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　　　　円（　　年　　月　　日）

	今回支払請求額
	　　　　　　　　　　　円

	差引支払未請求額
	　　　　　　　　　　　円



振込口座（希望するものに〇）
　１　町への登録口座（債権者登録届出口座）
　２　その他（以下に記載）
	金融機関名（支店名）
	　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　）

	預金種別
	　１ 普通　　２ その他（　　　　　　　　　　　　）

	口座番号
	

	（ﾌﾘｶﾞﾅ）
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	口座名義人
	






○北栄町自治会集会施設バリアフリー改修等補助金交付要綱
令和3年3月31日
告示第50号
(趣旨)
第1条　この要綱は、安心安全な地域のコミュニティ活動を促し活性化を図るため、自治会が行う公民館のバリアフリー改修及び空調設備整備(以下「改修等」という。)に要した経費に対し、北栄町補助金等交付規則(平成17年北栄町規則第43号。)及びこの要綱に定めるところにより、北栄町自治会集会施設バリアフリー改修等補助金(以下「補助金」という。)を交付するものとする。
(補助対象経費)
第2条　この補助の対象となる経費は、自治会が行う次に掲げるものとする。
(1)　玄関、廊下、階段、会議室及び多目的トイレ等の設備・構造の改修及び玄関から道路までの歩行路の確保に必要な経費
(2)　冷暖房設備の設置に必要な経費
2　補助の対象となる経費は、当該補助事業に要する経費とし、次の各号に掲げる経費は対象としない。
(1)　施設の新築、増築、購入、修繕(修理を含む)等、その他補助事業の直接費用と認めがたい経費
(2)　町及び町以外の補助事業における補助対象経費
(補助金の額等)
第3条　補助金の額は、自治会が自治会公民館施設の改修に必要な経費に2分の1を乗じて得た額(上限20万円)とする。この場合において、1,000円未満の端数が生じるときはこれを切り捨てる。
(補助金の交付回数)
第4条　この要綱に規定する補助金の交付は、1年度につき1回限りとする。
(申請の手続等)
第5条　補助金の交付を受けようとする自治会は、北栄町自治会集会施設バリアフリー改修等補助金交付申請書(様式第1号。以下「申請書」という。)に必要な書類を添えて町長に提出しなければならない。
2　交付申請は、毎年度12月末までとする。ただし、町長が認めた場合はこの限りでない。
(補助金の交付決定等)
第6条　町長は、前条の申請書を受理したときは、速やかに対象の可否を決定し、申請者に決定の通知をするものとする。
2　町長は、補助金の交付を決定した自治会に対して北栄町自治会集会施設バリアフリー改修等補助金交付決定通知書(様式第2号)により通知するものとする。
3　申請者は、原則として交付決定後に改修等に着手するものとする。
(申請事項の変更)
第7条　申請者は、補助金の交付決定通知を受けた後に施行内容を変更(町長が認める軽微な変更を除く。)し、又は改修を中止若しくは廃止しようとするときは、自治会集会施設バリアフリー改修等補助金交付変更承認申請書(様式第3号。以下「変更承認申請書」という。)に必要な書類を添えて町長に提出し、承認を得なければならない。
(実績報告)
第8条　報告は、改修等が完了した日から起算して30日又は事業の完了予定年月日の属する年度の末日のいずれか早い日までに行わなければならず、北栄町自治会集会施設バリアフリー改修等補助金実績報告書(様式第4号。以下「実績報告書」という。)に必要な書類を添えて、町長に提出しなければならない。
(着手届及び完了届)
第9条　本交付金に係る事業の着手届及び完了届の提出は省略することができる。
(補助金の額の確定)
第10条　町長は、前条の規定による実績報告書の提出があった場合においては、当該実績報告書の書類を審査し、必要に応じて実地につき調査し、報告に係る補助事業の成果が補助金の交付の決定内容及びこれに付した条件に適合すると認めたときは、決定に係る補助金の額を確定し、申請者に通知するものとする。
(補助金の交付の請求)
第11条　自治会は、補助金の交付の請求をしようとするときは、北栄町自治会集会施設バリアフリー改修等補助金交付請求書(様式第5号。以下「請求書」という。)に必要な書類を添えて、町長に提出しなければならない。
(補助金の支払)
第12条　町長は、前条の請求書を受理したときは、第10条の確定した金額であることを確認した上で、自治会に支払うものとする。
(補助決定の取消し)
第13条　町長は、申請者が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、補助決定の全部又は一部を取り消すことができる。
(1)　偽りその他不正の行為により補助決定を受けたとき。
(2)　補助金を申請に係る経費以外の経費に流用したとき。
(3)　その他法令又はこの要綱に違反したとき。
(補助金の返還)
第14条　補助金の支払を受けた自治会が、前条の規定により補助決定を取り消されたときは、当該取り消された部分に係る補助金を町長の命ずるところにより、返還しなければならない。
(補助金の交付)
第15条　補助金の交付を受けようとする自治会は、毎年度の申請を可能とする。
(その他)
第16条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。
附　則
この要綱は、令和3年4月1日から施行する。
附　則(令和4年4月25日告示第60号)
この要綱は、令和4年4月25日から施行し、改正後の北栄町自治会集会施設バリアフリー改修等補助金交付要綱の規定は、令和4年4月1日から適用する。

